
 

 

令和６年度 ５歳児 「発表会」 
（令和６年度実践前修正箇所を斜体、 

実践後修正箇所を囲み文字にて示す。） 

                                    

１．期間   １月～２月 

 

２．設定の理由 

一つのお話をテーマにし、様々な登場人物になって学年で取り組む運動会のリズム表現や学級

集団で取り組む発表会を、これまでに５回経験してきている。また、５歳児の発表会の取組を見

る機会もあり、学年や学級の集団ではなく、自分達のしたい発表をグループに分かれて発表する

姿を目にしてきている。 

これまで、好きな遊びの中では、気の合う友達や同じ遊びをしたいと思う友達同士で集まり、

一緒に遊びながら、互いの考えをぶつけ合うことを通して、自分達の必要から、また必要を感じ
るきっかけを教師に作ってもらい、遊び方や役割、ルールなどを話し合ったり、相談したりして

遊びを進める姿が見られるようになってきている。ただし、その個人差は大きく、リーダー的に

動く子どもから、グループという小さな集団すら意識しにくい子どもまで、一人一人の子どもを

見るとその状況は様々である。 

このように様々な状況にある子ども達が、小学校以降の学習においても学びを積み重ねていけ

るように、どの子どもにも必要な学びを保障する必要がある。そこで、11月から 12月にかけて、

５歳児のクラスの枠を外し、子ども達が自分達でしたいお店によってグループを作り、そのグル

ープの共通の目的に向かって進めていくお店屋さんごっこの活動を展開してきた。このお店屋さ

んごっこでは、年少児や年中児を招待する日を設定し、その日に向けてグループで計画し、活動

を進めるということを経験している。 

このような保育の形態をとることによって、グループの友達と意見を調整しながら協力して活

動を進める必然性が生まれてくる。すると、リーダー的な動きをする子どもを中心とした話し合

いが行われるようになる。そして、グループの友達みんなが納得して遊びを進めるためにはどう

すればいいのか、試行錯誤を繰り返したり、先の見通しをもちつつ、自分達の願いを実現するた

めに、互いの思いを擦り合わせたり一つ一つの問題を解決したりしていくことを期待することが

でき、自分達でやり遂げた充実感を味わわせることができると考える。 

そこで、今回の発表会においても同様の保育形態をとり、年長時の１年間のまとめとして、そ

れぞれの子ども達が自己発揮しつつ、一緒のグループの友達と共通の目的を自分達で設定し、相

談したり、話し合ったりする中で、試行錯誤しながら自分達で諸課題を解決して乗り越え、自分

達の発表を作り上げていく充実感を味わえるようにしたい。 

 

３．ねらい 
①自分達のしたい発表会を考え、その中で自分の発表したいことを決め、同じ発

表に取り組みたいと思った友達と一緒に、自分達の実現したいことに向けた具

体的な目標をもち、そのためにどうすればよいか考え続けたり、諦めずに取り

組み続けたりしてやり遂げようとする。 

自ら決める・選ぶ 
問題を認識する 

②自分達が発表したいことに取り組みながら、実現したいことに近付いたと感じ

て喜んだり、自分達で諦めずにやり遂げたりしたことに満足したり、自分の考

えに自信をもったり、頑張りや成長を感じたりする。 

自分に満足する 
自分を客観的に把握する 

比較する 

③グループの友達の気持ちを聞いたり周りの状況を見たり感じたりして、自分の

気持ちを落ち着けたり、切り替えたり折り合いをつけたりしようとする。 

気持ちをコントロ

ールする 

④グループの友達に言葉にしてもらったり、認めてもらったり、自分で振り返っ
たりして、自分の言動やその意味、頑張り、好きなことや苦手なこと、言い方、

状態、向き合い方、気持ち、個性を自覚したり認めたりする。 

自分のことを知る 

④⑤グループの友達と、一緒にしたり助けてもらったりする嬉しさややり遂げた

喜びを感じ、一緒に発表を作り、やり遂げる仲間がいることを嬉しく思う。 

他者といる喜びを

感じる 

⑤⑥グループの友達と一緒に発表を作り出す中で、友達の話を聞いたり、してい

ることを見たりして、友達の気持ちや考えを知ったり、友達の得手不得手や取

り組み方、頑張りなど、今まで知らなかった友達の個性に気付いたり、認めた

他者のことを知る 



 

 

りする。 

⑥⑦グループの友達と一緒に発表を作り出すために、自分の気持ちや考えを相手

にきちんと伝えたいと思って、相手の様子を見たり、伝え方を工夫したり、適

当な伝え方を選んだりして、分かってもらったり受け入れてもらったりするま

で伝えようとしたり、伝えるよさを感じたりする。 

自分のことを伝える 
問題を認識する 

豊かに発想し、追求の手

立てを構想する 

実行し、結果を基に判断

を下す 

⑦⑧友達の置かれている状況を考えたり気遣ったりしながら、友達にとってどう

すればよいか考えてしようとする。 

他者のことを考え

て行動する 
総合する 

⑧⑨グループの友達と自分達のしたい発表ができるように、また、発表したいこ

とが違う友達と１つの発表を作り上げていくために、何が必要か、内容や役割、

約束決め事などをどうすればよいか考えてしようとしたり、グループの友達と

一緒に、納得するまで考えたり、話し合ったり、試したり、振り返って決めた

り、決めたことを守ったり責任をもってしたりしようとする。 

人と物事を進める 
総合する 

問題を認識する 

豊かに発想し、追求の手

立てを構想する 

実行し、結果を基に判断

を下す 

⑨⑩縄やフラフープ、跳び箱、一輪車、ボールなどの運動用具を使ったり、こま

やけん玉の技をしたりする時の、姿勢や身体の使い方、力加減、体を動かすタ

イミングなどを、見たり体感したり考えたり試したりしようとする。 

身体を操作する 

⑩⑪身近な素材や道具の性質、や特徴を生かして用途に応じて選んだり工夫して

使ったりしようとする。 

事物・現象を捉える 

⑪⑫自分達の発表に必要な物を思い浮かべて、大きさや形、色、組み合わせ方な

どを考えたり、素材の特徴を生かしたり、友達がすることを真似たり、友達の

考えを取り入れたりして様々に工夫をしながら、描いたり作ったり作ったもの

を使ってみてどうだったか考え作り変えたりする楽しさを感じる。また、大き

さや色、質感などで表現の面白さや本物らしさ、こだわりを感じる。 

造形に表す 
関連付ける 

豊かに発想し、追求の手

立てを構想する 

実行し、結果を基に判断

を下す 

⑫⑬曲調やリズム、テンポを感じて、技を切り替えたり曲を選んだり、アレンジ

した歌詞がフレーズのリズムに合っているか聞いたり歌ったりして確かめた

り、歌詞の意味を自分の状況や心情と重ね合わせて歌ったり、友達と気持ちを

合わせて歌う充実感を味わったりする。 

音楽に表す 
関連付ける 

自分を客観的に把握する 

⑬⑭イメージを膨らませて歌詞を作ることを楽しむ。 文芸に表す 

⑭⑮自分のなりたいものをよりそれらしく表現するために、また、見ている人が

どう感じるかを考えて、感じてほしいことをより効果的に表現するために、小

道具や大道具、衣装、場のとり方、飾り方、音楽、隊形、プログラムの内容や

順番、司会等の役割などを考えたり友達のよさを取り入れたり試したり振り返

ったりして、よりよい方法を選んで、表現しようとする。 

演出に表す 

問題を認識する 

豊かに発想し、追求の手

立てを構想する 

実行し、結果を基に判断

を下す 

⑮⑯自分の思いや考えを、順序立てたり理由を添えたりして、伝えようとする。 文章の構成を整え

る 

豊かに発想し、追求の手

立てを構想する 

⑯⑰自分達の発表の紹介や挨拶に、自分達の発表に相応しい言葉を考えて使おう

とする。 

語彙・語句を活用す

る 

⑰⑱自分達の発表の内容やグループの人数に応じて、発表に使える場の広さ、友

達や使うものとの距離や位置を感覚でとらえ、物の置き方や場のとり方、動く

方向や身体の向きを考えようとしたり、試してみたことを振り返って考え直そ

うとしたりする。 

空間を捉える 
問題を認識する 

豊かに発想し、追求の手

立てを構想する 

実行し、結果を基に判断

を下す 

⑱⑲道具が長く使えるように丁寧に扱ったり、限られた時間や場所、物であるこ

とを感じて、もったいなくないように大切にしようとしたりする。 

資源の活用を見つ

める 

⑲⑳自分達がしやすかったり見ている人が見やすかったり分かりやすかったりす

るように、必要な物を用意したり置く物や体の位置や向きを考えて動かそうと

したりしようとしたり、そうするよさを感じたりする。 

場や状況を整える 

 

グループの題材に合わせて追加するもの 

ア. 跳び箱を使う際に、どのような場所でするとぶつからないか考えて活動場
所を決めたり、マットを敷いたり、跳び箱を安全に運ぶ方法を友達と考え
たり試したり、跳ぶ向きを相談したりしようとする。 

身を守る 

イ. リズムや曲調を感じて音を鳴らすことを楽しんだり、音を聞いて音の高低 

や音色質、音階を感じたり、友達と合わせて音を重ねようとしたりする。 

音楽に表す 

 

ウ. お話のそれぞれの場面の様々な登場人物の設定や気持ちを感じたり考えたり、 文芸に表す 



 

 

イメージを膨らませたり設定を生かしたりして話の展開を考えたりしながら、

登場人物の気持ちに近付こうとしたり、友達と一緒にお話を作る楽しさを感じ

たりする。 

エ. 登場人物の気持ちや性格、生態から、表情や言葉、話し方、動き方などを考え 

たり、場面設定に合わせた動き方や話し方などを考えたり、曲調や歌詞から膨

らませたイメージの表し方を考えたり、友達の考えをとり入れたりして、表現

する楽しさを感じる。 

身体の動きに表す 

 

４．展開 

発表会の取組に

対する期待を高

める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自分達の発表に

必要なものやす

る必要があるこ

とを考えて取り

組んだり、発表会

の取組に向けて

自分達の生活の

リズムを作った

り約束を決めた

りする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人に見てもらう

ことを意識して

発表を工夫する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自分達の取組を

発表する 

 

 

Ｂ【グループで発表会の準備や練習を

する】 
 みんなで集まる時刻、活動場所、練習の

仕方、必要なもの、役割分担など、自分

達で練習するためにグループの中で必

要なこと、約束決めておきたいことを話

し合って決める 

 自分達の発表に必要なものを考えて準

備したり、作ったり描いたりする 

 自分達の発表したいことが叶えられる
できるように友達と一緒に練習する 

 自分の考えをグループの友達に話した

り、友達の考えを受け入れたりしなが

ら、発表しようとしているものがよりよ

くなるために、グループのみんなで話し

合って決めていく 

 他のグループとの関係で場の取り方を

考えたり、安全に気を付けて準備した

り、活動を進めたりする 

 発表会の練習をしながら、グループの課

題を見付け、よりよいものになるように

考えたり工夫したり話し合ったり相談

したり振り返って決めたりする 

 発表会の日までの見通しをもって、話し

合ったり相談したりして計画や自分達

の課題を修正しながら活動に取り組む 

 自分達の取組がよく分かるような発表

会の名前やグループの名前を決める 

Ａ【発表会について話し合う】 
 ３学期に楽しみにしていることを話題にし、発表会をすることを楽しみにす

る思いを共有する 

 もも組の時の発表会やこれまでに見てきたさくら組の発表会など、知ってい

る発表会の経験を出し合う 

 どんな発表会にしたいか、何を大切にしたいか出し合い、共有する 

 発表会の日や場所を聞く 

 発表したいことを考えて決め、一人一人のしたいことを出し合う 

 条件に合うか、発表会として相応しいかなどの意見を出し合う 

 発表したい内容によって学年合同でグループを作る 

Ｃ【グループ

の取組を

見せ合う】 
 発表するこ

とを学年の

みんなで見

合う 

 見る人の立

場から、よ

り素敵な発

表にするた

めの方法を

考える 

 「面白い」

「素敵」「も

っとこうし

た 方 が い

い」と思う

ところを出

し合う 

Ｄ【みんなで

歌を歌う】 
 歌詞の意味

を考えなが

ら歌を聞い

たり歌詞を

見たりする

聞く 

 歌詞の意味

を感じなが

ら歌う 

 

 

 

 

 どう感じて

ほしいかや

見る人がど

う感じるか

を考えて、

歌い方や並

び方、入退

場の仕方、

曲紹介や終

わりの言葉

を決める 

Ｅ【発表する】 
 うめ組やもも組を招待して子どもだけの発表会をする 

 お家の人を招待して発表会をする 



 

 

 

 

 

Ａ【発表会について話し合う】 

予想される 

子どもの活動 
ねらい ＊環境の構成 ◎教師の援助 

 ３学期に楽し

みにしている

ことを話題に

し、発表会をす

ることを楽し

みにする思い

を共有する 

 もも組の時の

発表会やこれ

までに見てき

たさくら組の

発表会など、知

っている発表

会の経験を出

し合う 

 どんな発表会

にしたいか、何

を大切にした

いか出し合い、

共有する 

 発表会の日や

場所を聞く 

 発表したいこ

とを考えて決

め、一人一人の

したいことを

出し合う 

 条件に合うか、

発表会として

ふさわしいか

などの意見を

出し合う 

 発表したい内

容によって学

年合同でグル

ープを作る 

〇自分達のしたい発表

会を考え、その中で自

分の発表したいこと

を決め、発表会を楽し
みに思う発表したい
内容が似ており一緒
に取り組めそうだと
思った友達と一緒に、
自分達の発表を作っ
ていくことを楽しみ
にする① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○発表したい内容が似
ており一緒に取り組
めそうだと思った友
達と一緒に、自分達の
発表を作っていくこ
とを楽しみにする① 

〇一緒に発表を作って

いく仲間ができるこ

とを喜ぶ④⑤ 

＊話し合いをする時に、どんなことを大切にしながら発

表したいことに向かっていきたいか共有できるよう

に、大切にしたいことを尋ねたり、これまでの経験か

ら感じてきているよさや大切さを確かめたりしなが

ら、「ともだち（５人以上）とちからをあわせて」「（グ

ループや学年の友達、先では見る人のことも考えられ

るように）みんながうれしい」「うみだす」「ゆうぎし

つ」というキーワードを言葉にしたり書いたりして示

す。 

◎自分達の発表会がしたいという気持ちがもてるよう

に、これまで友達と作ってきたリズム表現や発表会の

ことを話し、５歳の発表会ではどうするか尋ね、共有

していく。そして、自分が発表したいことを考える時

間を十分にとる。 

＊子ども達が実現したいことに存分に取り組められる

むことができるように、それを支えられる教師の人数

から総グループ数は６つまでとする。 

＊全グループの発表を見てもらえるように、１グループ

の持ち時間は用意と片付けを含めて１５分程度とす

る。 

◎全体の見通しをもって発表を考えられるように、おお

よその持ち時間を知らせておく。 

◎自分が本当に取り組みたいことを自分の意志で決め

られるように、全員でグループを決める日までに取り

組みたいことを友達と相談せずに考えておくよう伝

えたり、取り組みたいことを個別に聞き取り、全員分

を聞き取った後に表示したりする。 

＊ 友達の考えている発表したいことがよく分かるよう

に、子どもが考えた発表の内容を文字やイラスト等で

かき記したり、不明な点を尋ねて伝え合う場を設けた
りする。 

 

◎発表したい内容が近く、一緒に取り組めそうだと思っ

た友達と一緒に、自分達の発表を作っていくことを楽

しみに思えるできるように、出し合った発表の内容を

一緒に見ていき、大切にしたいキーワードの条件に合

うか、発表会としてふさわしいかなどを一緒に考えな

がら、グループ作りをする。 

◎仲間ができた嬉しさを感じられるように、グループで

集まる場を直後に設けたり、仲間が決まったことを教

師も一緒に喜んだりこれからが楽しみな思いを言葉

にしたりする。 

 

Ｂ【グループで発表会の準備や練習をする】 

予想される 

子どもの活動 
ねらい ＊環境の構成 ◎教師の援助 

 みんなで集ま

る時刻、活動場

 

 

＊発表会の日までの見通しがもてるように、カレンダー

を掲示し、今日と発表会の日、準備ができる日数を明



 

 

所、練習の仕

方、必要なも

の、役割分担な

ど、自分達で練

習するために

グループの中

で必要なこと、

決めておきた
いことを話し

合って決める 

 自分の考えを

グループの友

達に話したり、

友達の考えを

受け入れたり

しながら、発表

しようとして

いるものがよ

りよくなるた

めのことを、グ

ループのみん

なで話し合っ

て決めていく 

 他のグループ

との関係で場

の取り方を考

えたり、安全に

気を付けて準

備したり、活動

を進めたりす

る 

 発表会の練習

をしながら、グ

ループの課題

を見付け、より

よいものにな

るように考え

たり工夫した

り話し合った

り相談したり

振り返って決

めたりする 

 発表会の日ま

での見通しを

もって、話し合

ったり相談し

たりして計画

や自分達の課

題を修正しな

がら活動に取

り組む 

 自分達の取り

組みがよく分

かるような発

表会の名前や

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇同じ発表をに取り組

みたいと思った友達

と一緒に、自分達の実

現したいことに向け

た具体的な目標をも

ち、そのためにどうす

ればよいか考え続け

たり、諦めずに取り組

み続けたりしてやり

遂げようとする。① 

〇自分達が発表したい

ことに取り組みなが

ら、実現したいことに

近付いたと感じて喜

んだり、自分の考えに

自信をもったり、自分

の頑張りや成長を感

じたりする② 

 

 

〇グループの友達の気

持ちを聞いたり周り

の状況を見たり感じ

たりして、自分の気持

ちを落ち着けたり、切
り替え折り合いをつ
けたりしようとする

③ 

○グループの友達に言
葉にしてもらったり、
認めてもらったり、自
分で振り返ったりし
て、自分の言動やその
意味、頑張り、好きな
ことや苦手なこと、言

い方、状態、向き合い

方、気持ち、個性を自

覚したり認めたりす

示しておく。 

＊グループで相談したことを覚えておき、共有したり、

見通しをもったり、決めたことを責任をもって取り組

んだりするように、紙と付箋、画板を用意しておく。 

＊子ども達が相談したことをすぐに始められるように、

いろいろな遊具や用具、材料をすぐに取り出せるとこ

ろに用意しておいたり、子どもから要求があればすぐ

に用意したりする。（画用紙、折り紙、新聞紙、ボー

ル紙、段ボール、箱、カラービニール袋、布テープ、

ビニールテープ、セロテープ、油性ペン、色鉛筆、紐

類など） 

＊発表する内容を考える手がかりとなるように、発表し

たい内容に関連する本や掲示、音源等を用意する。 

＊発表に必要な物を自分達で管理したり大切に扱った

りするように、それぞれのグループ毎にまとめて置い

ておける場所を子どもと一緒に作っていく。 

◎それぞれのグループの進行状況を見て、目標に向かっ

て諦めずに取り組んだり考え続けたりしていけるで

きるように、励ましたり、少しでも実現したいことに

近付いていることを見付けて言葉にしたり、それに至

るまでの頑張りに感心したり、一緒に考えたり、ヒン

トを与えたり、子どもだけでは難しいところを手伝っ

たりする。 

 

 

 

◎一人一人の子どもが自分の考えに自信をもったり、自

分の頑張りや成長を感じたりするように、一人一人が

考えを出していることや教師が感じた考えのよさ、や
一人一人の頑張り、や以前との違いを具体的に言葉に

したり、自分ではどう感じているか尋ねたりする。 

◎以前との違いを感じたり、実現したいことに近付いた

と感じたりして嬉しい気持ちを感じられるように、取

り組んでいるところを動画に撮って一緒に見たり、以

前との違いやしたいことに近付いていることを具体

的に言葉にして一緒に喜んだりする。 

◎納得して進めたり、自分の気持ちを落ち着けたり、自

分の気持ちに切り替えたりし折り合いをつけて、グル

ープで話し合おうったりしようと思えるように、自分

の気持ちを出せているか確かめながら見守ったり気

持ちを尋ねたり、十分に時間をとって、納得するまで

話し合う場を設けたりする。 

 

 

◎自分の気持ちや頑張り、個性などを自覚したり認めた
りするように、友達に言葉にしてもらったことを自分
ではどう思っているか尋ねたり、教師が見取った頑張
りや個性などを言葉にしたりする。 

◎友達や苦手なことに対する自分の向き合い方を自覚

するように、教師が見取った向き合い方を言葉にした

り、周りの友達にどう見えているかを聞く機会を設け

たりする。 

 
 



 

 

グループの名

前を決める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。④ 

〇グループの友達と、一

緒にしたり助けても

らったりする嬉しさ

ややり遂げた喜びを

感じ、一緒に発表を作

っていく仲間がいる

ことを嬉しく思う④
⑤ 

〇グループの友達と一

緒に発表を作り出す

中で、友達の話を聞い

たり、していることを

見たりして、友達の気

持ちや考えを知った

り、友達の得手不得手

や取り組み方、頑張り

など今まで知らなか

った友達の個性に気

付いたり認めたりす

る⑤⑥ 

〇友達の考え、頑張って

できるようになった

こと、作ったものの工

夫などを素敵だと思

う⑤⑥ 

〇グループの友達と一

緒に発表を作り出す

ために、自分の気持ち

や考えを相手にきち

んと伝えたいと思っ

て、相手の様子を見た

り、伝え方を工夫した

り、適当な伝え方を選

んだりして、分かって

もらったり受け入れ

てもらったりするま

で伝えようとしたり、

伝えるよさを感じた

りする⑥⑦ 

〇友達の置かれている

状況を考えたり気遣

ったりしながら、友達

にとってどうすれば

よいか考えてしよう

とする⑦⑧ 

 

 

〇グループの友達と自

分達のしたい発表が

できるように、また、

発表したいことが違

う友達と１つの発表

を作り上げていくた

◎助けてもらったり、認めて褒めてもらったり、作りあ

げていくことを一緒に喜んだりするできるように、友

達を助けたり認め褒めたりしていることが友達にど

んな思いを抱かせるか言葉にしたり、仲間がいてよか

った、よい仲間が集まっているなどの気持ちを言葉に

して共感したりしていく。 

 

 

◎一人一人の子どもの考えが生かされ、互いの考えてい

ることを分かり合って発表を作り上げられるように、

一人一人の子どもの考えを聞き合うことやったり考

えている動きを見せ合うったりする機会を作ったり、

子ども達が自分達で相談している様子をそばで見守

ったりする。 

◎友達の得手不得手や取り組み方、頑張りなど今まで知

らなかった友達の個性に気付いたり認めたり受け入
れたりしていけるように、友達の取り組んでいる様子

を紹介したり、一人一人の取組の違いやよさなど教師

の気付いた個性を言葉にしたり、個性を認めている姿

を言葉にしたりする。 

 

◎友達のよさを認められるように、友達の考えや頑張

り、作ったものの工夫などを伝えたり、それらを認め

ている姿を見せたりする。 

 

 

◎自分の気持ちや考えがグループの友達に伝わる伝え

方を考えられるように、様子を見守り、聞き手に分か

っていないことはないか尋ねることを促したり、教師

がポイントを絞って質問したり、伝え方の選択肢がも

てる振り返りの言葉をかけたりする。 

◎受け入れてもらえる言い方を考えられるように、言い

方によって同じことを言っても受け止めが違うこと

を例を挙げて伝えたり、相手がどんな様子なのか確か

めたり、どんな言い方がよいか尋ねたり、教師の考え

た例も挙げて選ぶ状況を作ったりする。 

◎伝えるよさを感じられるように、伝わったことで生じ

たよさを言葉にして伝えたり、伝えようとしたことが

きっかけとなっていることを強調したりする。 

 

◎友達のことを気にかけられるように、友達がどういう

状況か尋ねたり、友達から状況を聞く場を作ったり、

知らせたりする。 

◎友達の置かれている状況を踏まえて考えて友達にと

ってよいことを考えられるように、そうすると友達に
とってどうなのかはどうなるかを尋ねたり、教師はど

うなると思うかを伝えたり、考えていること自体が友

達にとって嬉しいことだと話したりする。 

◎一人一人の子どもがもっているイメージを共有して

いけるように、考えが同じところや違うところを整理

して書き表すなどして、遊びの進め方や面白くする方

法、それに必要なものなど、ポイントを明確にする。 

◎グループの友達と十分に考えたり試したり振り返っ

たりしていけるすることができるように、各グループ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めに、何が必要か、内

容や役割や約束をど

うすればよいかを考

えてしようとする⑧
⑨ 

 

〇自分達のしたい発表

ができるように、ま

た、発表したいことが

違う友達と１つの発

表を作り上げていく

ために、みんなが納得

するまで一緒に考え

たり、試したり、話し

合ったり振り返って

決めたり、決めたこと

を守ったり責任をも

ってしたりしようと

する⑧⑨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の練習や準備の拠点となる場所を子どもと相談しな

がら決める。 

◎グループの仲間全員が考えを出して発表を作れるこ
とができるように、一人一人がどこを考えたのか具体

的に尋ね、全員の考えが出され反映されているか子ど

も達自身が振り返る機会を設ける。 

◎自分の思いや考えを出しにくい場合も、その子なりの

考えが出せるように、教師が質問する姿を見せて友達

の考えを引き出すことを促したり、いろいろな友達の

考えを引き出そうとするよさを言葉にしたりして、み

んなが考えを出そうとする雰囲気を作っていく。 

◎みんなで話し合って決められるように、同じグループ

の友達に話したりやって見せたりする機会を作り、見

せ合ったり考えたりしていることを認め褒めたり励

ましたりする。 

◎考え試したことをグループのみんなで振り返られる

ように、試してみてどうだったか尋ねたり、試してい

るところを写真や動画で撮影してグループのみんな

で見る場をもったりする。 

◎他グループの考えに刺激を受けたり、相談に乗った

り、自分達のことを振り返ったりして、自分達のした

い発表がよりよくなるように考えられるように、クラ

スや学年でグループの発表の上手くいったことやり

工夫したりしたことや、困っていることを伝え合う時

間をもったり、日常的に発表を見合う機会を設けたり

する。 

◎相談したことをグループのみんなで決めたこととし

て共通理解していけたり、自分達の考えをまとめたり

整理したりしていけるできるように、自分達に必要な

ことを紙に書かくことを提案したり、一緒に考えなが

らみんなの考えをまとめる手伝いをしたりする。 

◎自分の考えに加えて友達の考えを取り入れられるよ

うに、他の友達に考えたことを話したり見せたりして

意見を聞く状況を作る。 

◎問題を自分達で解決していけるように、意見を出し合

ったり、友達の意見について考えたり受け入れたりす

る姿を励ましたり感心し褒めたりする。 

◎みんなで集まって活動しようという意識を全員がも

てるように、みんなで集まっているよさを言葉にした

り、離れたところでグループを意識せずに違うことを

している子どもの存在をグループの子どもに知らせ、

自分達のしたい状況になっているか尋ねたりする。 

◎自分達の必要から決めたこと約束をみんなで守り続

けられるように、守らない友達に働きかける姿に対し

てそうすることのよさを言葉にしたり、決めたことを

書いた紙を見るよう提案したりする。 

◎自分の責任を果たせるそうとできるように、グループ

の発表の中で、それぞれの子どもが担っている役割を

自覚し、その責任を果たそうとしている姿から感じた

子どもにとってのよさを言葉にする。 

◎役割のを意識が薄いできていない子どもが意識でき

るように、その子どもに自分の役割を尋ねたり、友達

に確かめたり、確かめることを提案したりする。 

◎発表したいことが違う友達と１つの発表を作り上げ



 

 

 

 

 

 

 自分達の発表
したいことが
できるように
友達と一緒に
練習する 

 

 

 

 

 

 

 自分達の発表
に必要なもの
を考えて準備
したり、作った
り描いたりす
る 

 

 

 

 

 

○縄やフラフープ、跳び

箱、一輪車、ボールな

どの運動用具を使っ

たり、こまやけん玉の

技をしたりする時の、

姿勢や体の使い方、力

加減、体を動かすタイ

ミングなどを、見たり

体感したり考えたり

試したりしようとす

る⑨⑩ 

○身近な素材や道具の

性質や特徴を生かし

て用途に応じて選ん

だり工夫して使った

りしようとする。⑩⑪ 

 

〇自分達の発表に必要

な物を思い浮かべて、

大きさや形、色、組み

合わせ方などを考え

たり、素材の特徴を生

かしたり、友達がする

ことを真似たり、友達

の考えを取り入れた

りして様々に工夫を

しながら、描いたり作

ったり作ったものを

使ってみてどうだっ

たか考え作り変えた

りする楽しさを感じ

る。また、大きさや色、
質感などで表現の面
白さや本物らしさ、こ
だわりを感じる。⑪⑫ 

 
 

〇曲調やリズム、テンポ

を感じて、技を切り替

えたり曲を選んだり

する。⑫⑬ 

 

 

〇自分のなりたいもの

をよりそれらしく表

現したり、見ている人

がどう感じるかを考

えて、感じてほしいこ

とをより効果的に表

現したりするために、

ていくために考えたり試したり話し合ったりしよう

と思えるように、全員のしたいことが叶う発表になっ

ているのか尋ねたり、したいことを組み合わせてみる

ことを提案したりする。 

◎姿勢や身体の使い方、動かし方、力加減、体を動かす

タイミングなどを見たり、身体で感じたり考えたり、

試したりすできるように、しているところの動画や教

師がしているところを、姿勢や動きなどのポイントを

具体的に言葉にしてもらいながら見る機会を設ける。  

 

 

 

 

 

 

◎身近な素材や道具の性質、や特徴を生かして用途に応

じて選んだり工夫して使ったりしようと思えるよう

に、用途を尋ねた上でぴったりな素材や道具が何か一

緒に考えたり、どんな性質や特徴があるのか尋ねた

り、したいことに向けて、使える素材や道具を複数提

示したりする。 

◎自分達の発表に必要な物を具体的にイメージし思い
描いて作ったり描いたりすできるように、発表の中身

や登場人物、ストーリー、世界観などを具体的に尋ね

ていく。 

◎素材の特徴を生かして、工夫して作ったり描いたりし

ようと思えるできるように、素材のよさや生かせると

ころを一緒に考えたり、提案したり、他児のしている

工夫を知らせたり、もっとかっこよくやきれいになど

子どもが望んでいる方向に一緒に考えたりアイデア

を出したり友達からアイデアを聞く場をもったりす

る。 

◎作ったものを試して考えたり作り直したりしようと

思えるように、早速試してみることを提案したり、試

してどうだったか尋ねたり、どの要素を変えるとより

素敵になるか一緒に考えたりする。 

◎大きさや色、質感などで表現の面白さや本物らしさ、
こだわりを感じられるように、友達の作ったものを見
る機会を設けたり、見てどう感じたか尋ねたり、教師
が感じた子どもがこだわっているポイントを言葉に
したりする。 

◎曲調やリズム、テンポを感じて、技を切り替えたり見

せたいものに合うような曲を選んだりするように、い

ろいろな曲調やリズム、テンポの曲を準備したり、曲

の変化を言葉にしたり、曲調やリズム、テンポを感じ

ながら技を切り替えたりタイミングを合わせたりし

ていることを言葉にしたりする。 

◎自分のなりたいものをよりそれらしく表現できるよ

うに、なりたいものの特徴を尋ねたり、特徴となり得

る身に付けているものや持ちものなどの要素を伝え

たりする。 

◎見ている人がどう感じるかを考えて、感じてほしいこ

とをより効果的に表現する方法を考え試せすことが
できるように、教師が客になって感じた表現の工夫の



 

 

小道具や大道具、衣

装、場のとり方、飾り

方、音楽、隊形、プロ

グラムの内容や順番、

司会等の役割などを

考えたり友達のよさ
を取り入れたり試し

たりして振り返り、よ

りよい方法を選んで

表現しようとする⑭
⑮ 

〇自分の思いや考えを、

順序立てたり理由を

添えたりして伝えよ

うとする⑮⑯ 

 

 

〇自分達の発表の紹介

や挨拶に、自分達の発

表に相応しい言葉を

考えて使おうとする

⑯⑰ 

〇自分達の発表の内容

やグループの人数に

応じて、発表に使える

場の広さ、友達や使う

物との距離や位置を

感覚で捉え、物の置き

方や場のとり方、動く

方向や身体の向きを

考えたり、試してみた

ことを振り返って考

え直そうとしたりし

ようとする⑰⑱ 

〇道具が長く使えるよ

うに丁寧に扱ったり、

限られた時間や場所、

物であることを感じ

て、もったいなくない

ように大切にしよう

としたりする⑱⑲ 

 

○自分達がしやすかっ

たり見ている人が見

やすかったり分かり

やすかったりするよ

うに、必要な物を用意

したり置く物や体の

位置や向きを考えた

りしようとしたり、そ

うするよさを感じた

りする。⑲⑳ 

よさを言葉にしたり、分かりにくいところを具体的に

言葉にしてどうすればよいか尋ねたり、アイデアが出

なければ他児に尋ねたり、アイデアを例示したり、友
達の発表を見る機会を設けて表現が伝わりやすいと
思った工夫を尋ねたりする。 

◎感じてほしいことをより効果的に表現する方法を試
して振り返られるように、試してみてどうだったか尋
ねたり、試す様子を写真や動画で撮影し、見る機会を
作ったりする。 

 

 

◎一人一人の子どもが自分の考えを分かってもらうた
めに意識して話し方や伝え方を考えられる分かるよ
うに伝えるための話し方を意識するように、友達に考

えを伝えている様子を見守り、話のポイントを整理し

たり質問したり何を言えば友達に伝わるのかを提案

したりする。 

◎発表会で実際に使う言葉を意識できるように、教師が

見る人になりながら、それぞれの場面で使っている言

葉について感じたことを伝えたり、よりよい言葉をみ

んなで考えるきっかけを作ったりする。 

 

◎遊戯室で使える場の広さをイメージして、空間の使い

方や動きを考えられるように、遊戯室以外の場所で活

動している時にも、おおよその広さを示したり伝えた

り、広さをイメージできる空間で活動できるようなに
場所を探したりする。 

◎物を置く位置や動く方向、身体の向きを考えたり、試

してみたことを振り返って考え直そうとしたりしよ

うと思えるられるように、活動場所にかかわらず常に

お客さんがどこから見ていることにするのか尋ね、向

きの共通理解を促したり、試してみてどうだったか尋

ねたりする。 

 

◎道具を長く使うために丁寧に扱おうと思えるように、

もったいない状態になっていないか、長く使うために

どうしたらよいか尋ねる。 

◎限られた時間や場所、物であることを感じて、もった

いなくないように大切にしようと思えるように、時間

や場所の見通しを伝えたり、限られた状況の中で今ど

うしたらよさそうか尋ねたり、もったいないポイント

を言葉にしたりする。 

◎自分達がしやすくするためにいように必要な物や物

の置き方、体の位置や向きを考えられるように、しに

くさを尋ねたり、何があるとよさそうか尋ねたり、物

や人の位置や向きについて言葉にして意識化したり

する。 

＊見ている人が見やすいように物の置き方、体の位置や

向きを考えられるように、お客さんの位置を椅子を置

いたり、教師が立ったり座ったりして示す。 

◎見ている人が見やすくいように分かりやすくなるた
めにいように必要な物や物の置き方、体の位置や向き

を考えられるように、お客さんになってどう見えてい

るか言葉や静止画、動画で知らせたり、お客さんの位



 

 

置から見ることを提案したりする。 

 

Ｃ【グループの取組を見せ合う】 

予想される 

子どもの活動 
ねらい ＊環境の構成 ◎教師の援助 

 発表すること

を学年のみん

なで見合う 

 見る人の立場

から、より見や

すく分かりや

すくするため

の方法を考え

る 

 「面白い」「素

敵」「もっとこ

うしたほうが

いい」と思うと

ころを出し合

う 

〇他のグループの発表

がよりよくなるよう

に、自分の気持ちや考

えを相手にきちんと

伝えたいと思って、相

手の様子を見たり、伝

え方を工夫したり、適

当な伝え方を選んだ

りして、分かってもら

ったり受け入れても

らったりするまで伝

えようとする⑥⑦ 

〇自分のなりたいもの

をよりそれらしく表

現したり、見ている人

がどう感じているか

を考えて、感じてほし

いことをより効果的

に表現したりするた

めに、小道具や大道

具、衣装、場のとり方、

飾り方、音楽、隊形、

プログラムの内容や

順番、司会等の役割な

どを考えたり友達の
よさを取り入れたり
試したりして、表現し

ようとする⑭⑮ 

〇自分の思いや考えを、

分かるように順序立

てたり理由を添えた

りして伝えようとす

る⑮⑯ 

 

 

 

 

 

〇自分達の発表に相応

しい言葉、見ている人

に分かるように伝え

るために必要な挨拶

の仕方、話の仕方を考

えて使おうとする⑯
⑰ 

○自分達がしやすかっ

たり見ている人が見

やすかったり分かり

やすかったりするよ

◎発表を見て感じたことを出し合うことでを通して、発
表したグループの友達がそれぞれのグループの子ど
もが課題をはっきりと意識し、よりよく改善していこ

うと思うような伝え方をしようと思えるができるよ

うに、見ている子どもが感じた事を伝える際、特にマ

イナス面については、感じたことを言うだけに終わら

せず、どうすればよくなると思ったかを合わせて伝え

るよう提案する。 

＊発表を見る保護者の位置からの見やすさや分かりや

すさを考えられるように、当日のお客さんである保護

者が見る位置から友達の発表を見る状況を作る。 

 

◎発表がより素敵で楽しく見やすくなるように、見てい

る人の立場から、見ていて楽しいところや分かりにく

いところなどの意見を伝えるよう提案したり、子ども

から出なかったポイントを教師も伝えたり、自分のグ
ループの発表にも生かせるところがないか尋ねたり
する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎みんなで一つのグループの取組を見る時のポイント

が意識できるように、事前にどんな意見だとが役立つ

か、必要なのか尋ね、「素敵だと思うところや頑張っ

ていると思うところ」「もっとこうしたらよくなると

思うところ」を見付けておき、出し合うことを伝える。 

◎一人一人の子どもの言いたいことを聞いている人が
分かるように伝えられるように、言葉の足らないとこ

ろは質問をして聞き出したり、よく分かる順番に話を

している子どもの話し方や理由を添えているところ

を具体的に言葉にし褒めたりする。 

◎自分達の発表に相応しい言葉や見ている人にとって

分かりやすい説明の言葉や話の仕方に気付けるよう

に、それぞれの発表に合っている言葉を具体的に知ら

せたり、聞いていてよく分かるところをその理由と共

に取り上げたり、分かりにくいところを話題に挙げ、

どうすればよく分かるか尋ねたり、一緒に考えたりす

る。 

◎自分達がしやすいように必要な物や物の置き方、体の

位置や向きを考えられるように、実際に本番と同じよ

うにしてみてどうだったか、これまで考えてきたこと

は上手くいったか尋ねる。 



 

 

うに、必要な物を用意

したり置く物や体の

位置や向きを考えた

りしようとしたり、そ

うするよさを感じた

りする⑲⑳ 

◎見ている人が見やすいように分かりやすいように必

要な物や物の置き方、体の位置や向きを考えられるよ

うに、見ていた人にどう見えていたか尋ねたり、何が

あるとよさそうか、位置や向きはどうか尋ねたりす

る。 

 

Ｄ【みんなで歌を歌う】 

予想される 

子どもの活動 
ねらい ＊環境の構成 ◎教師の援助 

 歌詞の意味を

考えながら歌

を聞いたり歌

詞を見たりす

る聞く 

 歌詞の意味を

感じながら歌

う 

 どう感じてほ

しいかや見る

人がどう感じ

るかを考えて、

歌い方や並び

方、入退場の仕

方、曲紹介や終

わりの言葉を

決める 

 

〇アレンジした歌詞が

フレーズのリズムに

合っているか聞いた

り歌ったりして確か

める。⑫⑬ 

 

 

 

〇歌詞の意味を自分の

状況や心情と重ね合

わせて歌ったり、友達

と気持ちを合わせて

歌ったりする充実感

を味わう⑫⑬ 

 

 

 

 

〇見ている人がどう感

じるかを考えて、感じ

てほしいことをより

効果的に表現するた

めに、並び方や入場の

仕方等を考えて表現

しようとする⑭⑮ 

＊歌に込められた気持ちを感じたり、大きくなった自分

や仲間とのつながりを感じたりしながら歌えるよう

に、修了が近く、もうすぐ進学する今の時期の心情と

重なる歌を選ぶ。 

◎アレンジした歌詞がフレーズのリズムに合っている

か聞いたり歌ったりして確かめようと思えるように、

教師が歌って聞く場を設けたり、聞いてどう感じたか

尋ねたりする。 

◎歌を通じて自分の気持ちや感謝を伝えることを意識

しながら歌えるように、それぞれの歌詞がどういう気

持ちを表しているのか、自分達の心情と重なる部分は

どういったところか、子どもと話をしながら歌詞を伝

えたり、その気持ちを思いながら歌いたい思いを共有

したりする。 

◎聴き手がどう感じるかを考えて、感じてほしいことが

より伝わる方法を考えられるように、歌い方をどうし

たいか尋ねたり、方法の例を挙げたり、交替で歌って

聞き合う場を設けたりする。 

◎見ている人がどう感じるかを考えて、感じてほしいこ

とがより伝わる方法を考えられるように、並び方や入

退場の仕方、発表の終わり方をどうしたいか尋ねた

り、どんな方法があるか例を挙げたりする。 

 

Ｅ【発表する】 

予想される 

子どもの活動 
ねらい ＊環境の構成 ◎教師の援助 

 うめ組やもも

組を招待して

子どもだけの

発表会をする 

 お家の人を招

待して発表会

をする 

〇自分達の発表を通し

て自分達で諦めずに

やり遂げたことに満

足する② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊子ども達の日々の成果や当日の頑張りをしっかりと

見てもらえるように、どの席からも子ども達の発表が

見えるように会場を整える。 

◎発表会当日の自分の出番を意識して準備ができるよ

うに、準備を始めるタイミングが分かりやすい目安を

子どもと一緒に見付けておく。 

◎発表当日に至るまでの取組の姿を保護者に分かって

もらえるように、それぞれのグループが乗り越えてき

た課題やその過程、成長、楽しんできたことなどを、

各グループの発表の片付けと準備をしている間に保

護者に伝える。 

◎自分達が向き合ってきた取組を、一人一人の子どもが

自信をもって力を発揮して発表できるように、励まし

たり力を出し切りたい思いを言葉にしたりする。 

◎一人一人の子どもが諦めずにやり遂げた満足感を十



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇グループの友達と一

緒にやり遂げた喜び

を感じ、一緒に発表を

作りやり遂げる仲間

がいることを嬉しく

思う④⑤ 

 

分に感じられるように、頑張ったことに感心したり、

やり遂げたことを一緒に喜んだりする。 

＊発表で見てほしかったことや伝えたかったことが伝

わったりやり遂げたりした満足感を感じられるよう

に、保護者に感想を付箋に書いてもらい、子どもがす

ぐ見られる場を設ける。その際、子どもにとって見や

すいように、ひらがなで書き、グループ毎等カテゴリ

ー分けして貼ってもらう。 

◎グループの友達と一緒にやり遂げた喜びを感じられ

るように、タッチをしたり肩を組んだりなどする姿を

一緒になって喜んだり、タッチや肩組みなどをするき

っかけを作ったりする。 

◎一緒に発表をやり遂げる仲間がいる嬉しさを感じら

れるように、これまでの友達との頑張りや友達がいた

からこそできたことを具体的な例を挙げて振り返る。 

 

グループの題材に合わせて追加するもの 

予想される 

子どもの活動 
ねらい ＊環境の構成 ◎教師の援助 

・跳び箱などを
準備する 

・跳び箱を跳ぶ 

○どのような場所です
るとぶつからないか
考えて活動場所を決
めたり、マットを敷い
たり、跳び箱を安全に
運ぶ方法を友達と考
えたり試したり、跳ぶ
向きを相談したりし
ようとする。㋐ 

◎安全に跳び箱ができる場にしようと思えるように、事
前にどんな危険がありそうか話し合う場を設けたり、
子ども達が気付いていない重大な危険がある場合に
は、理由を添えて知らせたり、一緒に場作りをしたり
する。 

◎安全に跳び箱を跳べるように、危ないと思った場面を
一緒に振り返ったり、気を付けられそうなこと（跳ん
だ先の場や距離、跳ぶ方向、跳び箱の運び方など）を
一緒に考えたりする。 

・楽器を鳴らす 

・楽器を作る 
○リズムや曲調を感じ

て音を鳴らすことを楽

しんだり、音を聞いて

音の高低や音色質、音

階を感じたり、友達と

合わせて音を重ねよう

としたりする。㋐㋑ 

 

◎リズムや曲調を感じて音を鳴らすことを楽しめるよ

うに、教師も一緒にリズムに合わせて体を揺らしたり

歌ったり、曲調の変化を言葉にしたり曲調を感じなが

ら音の鳴らし方を変えている友達の姿に注目させた

りする。 

◎音の高低や音色質、音階を感じられるように、いろい

ろな素材の入れ物や棒、楽器を用意したり、簡単な曲

を何曲か提案したり、音階のある楽器を紹介したりす

る。 

◎友達と合わせて音を重ねようと思えるように、友達の

音をよく聞くよう促したり、録音したものを一緒に聞

いてどう思ったか尋ねたりする。 

・お話を作る 

・役になって演

じる 

○お話のそれぞれの場

面の様々な登場人物

の気持ちを感じたり

設定を考えたり、イメ

ージを膨らませたり
設定を生かしたりし
て話の展開を考えた

りしながら、登場人物

の気持ちに近付こう

としたり、友達と一緒

にお話を作る楽しさ

を感じたりする。㋑㋒ 

 

◎話の様々な場面での登場人物の気持ちや設定を考え

られるように、場面の状況や登場人物の性格などを具

体的に尋ねたり、教師が想像する登場人物の気持ちを

言葉にしたりする。 

◎お話を作る楽しさを感じられるように、考えたお話の

面白さを言葉にして伝えたり、登場人物の設定が生き
ていることを言葉にしたり、面白い展開がひらめくヒ

ントを出したり、教師がお話を考えることを楽しむ姿

を見せたりする。 

◎登場人物の気持ちや性格、生態、場面設定から感じた

ことを表現できるように、登場人物の気持ちや性格、

生態、場面の状況などを具体的に尋ねたり、それらが

イメージしやすい言葉をかけたりする。 



 

 

 

〇登場人物の気持ちや

性格、生態から、表情

や言葉、話し方、動き

方などを考えたり、場

面設定に合わせた動

き方や話し方などを

考えたり、曲調や歌詞

から膨らませたイメ

ージの表し方を考え

たり、友達の考えをと

り入れたりして、表現

する楽しさを感じる。

㋒○エ 

◎曲調や歌詞から膨らませたイメージの表し方を考え

ようと思えるように、曲調や歌詞からどんなことをイ

メージしたか尋ねたり、教師が感じたイメージを体で

表現してみせたりする。 

◎友達の考えを取り入れて表現することを楽しめるよ

うに、友達の表現を見る機会を設けたり、素敵だと感

じた所を尋ねたり、取り入れてさらに素敵になったこ

とを具体的に言葉にしたりする。 


